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規 則規　　　　　則

　 宮 崎 県 職 員 宿 舎 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 規 則 第 三 十 二 号

　 　 　 宮 崎 県 職 員 宿 舎 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 宮 崎 県 職 員 宿 舎 管 理 規 則 （ 昭 和 四 十 三 年 宮 崎 県 規 則 第 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 第 一 号 中 「 事 務 部 局 」 の 下 に 「 、 病 院 局 」 を 加 え 、 「 地 方

労 働 委 員 会 事 務 局 」 を 「 労 働 委 員 会 事 務 局 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 専 門 委 員 等 の 報 酬 の 額 及 び 相 当 す る と み な さ れ る 職 務 の 級 を 定 め

る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日                               

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 規 則 第 三 十 三 号 　

専 門 委 員 等 の 報 酬 の 額 及 び 相 当 す る と み な さ れ る 職 務 の 級 を

定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 専 門 委 員 等 の 報 酬 の 額 及 び 相 当 す る と み な さ れ る 職 務 の 級 を 定 め

る 規 則 （ 昭 和 三 十 一 年 宮 崎 県 規 則 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に
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改 正 す る 。

　 報 酬 の 額 及 び 職 務 の 級 の 表 精 神 保 健 指 定 医 の 項 、 労 働 委 員 会 の あ

つ せ ん 員 の 項 、 選 挙 長 （ 職 務 代 理 者 を 含 む 。 ） の 項 、 選 挙 分 会 長 （

職 務 代 理 者 を 含 む 。 ） の 項 及 び 審 査 分 会 長 （ 職 務 代 理 者 を 含 む 。 ）

の 項 中 「 十 一 級 」 を 「 九 級 」 に 改 め 、 同 表 選 挙 立 会 人 の 項 及 び 審 査

分 会 立 会 人 の 項 中 「 四 級 」 を 「 三 級 」 に 改 め 、 同 表 女 性 相 談 員 の 項

中 「 五 、 八 四 〇 円 」 を 「 五 、 八 二 〇 円 」 に 、 「 二 級 」 を 「 一 級 」 に

改 め 、 同 表 母 子 自 立 支 援 員 の 項 中 「 七 、 八 〇 〇 円 」 を 「 七 、 七 七 〇

円 」 に 、 「 二 級 」 を 「 一 級 」 に 改 め 、 同 表 法 令 の 規 定 に よ り 出 頭 し 、

又 は 参 加 し た 者 の 項 中 「 二 級 」 を 「 一 級 」 に 改 め 、 同 表 講 師 の 項 中

「 二 、 六 四 〇 円 」 を 「 二 、 六 三 〇 円 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 現 業 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布

す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 規 則 第 三 十 四 号

　 　 　 現 業 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 現 業 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 宮 崎 県 規 則 第 五 十 二

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 の 二 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 （ 給 料 の 調 整 額 ）

第 二 条 の 二 　 条 例 第 三 条 の 二 第 一 項 の 調 整 額 表 は 、 別 表 第 二 の と お

り と す る 。

　 別 表 第 一 を 次 の よ う に 改 め る 。
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　 別 表 第 一 の 二 及 び 別 表 第 一 の 三 を 削 る 。

　 別 表 第 一 の 次 に 次 の 一 表 を 加 え る 。

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 号 給 の 切 替 え ）

２ 　 こ の 規 則 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） の 前 日 に お い

て 、 現 業 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 則 別 表 第 一 の 給 料 表 の 適 用 を 受 け

て い た 職 員 の 施 行 日 に お け る 号 給 （ 附 則 別 表 に お い て 「 新 号 給 」

と い う 。 ） は 、 施 行 日 の 前 日 に お い て そ の 者 が 受 け て い た 号 給 （

以 下 「 旧 号 給 」 と い う 。 ） 及 び そ の 者 が 旧 号 給 を 受 け て い た 期 間

（ 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 及 び 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関

す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 宮 崎 県 条 例 第 七 十 六

号 ） の 適 用 を 受 け る 職 員 （ 以 下 「 一 部 改 正 条 例 適 用 職 員 」 と い う 。

　 ） と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ る 職 員 に あ っ て は 、 一 部 改 正

条 例 適 用 職 員 の 例 に よ る 期 間 ） に 応 じ て 附 則 別 表 に 定 め る 号 給 と

す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

３ 　 職 員 の 受 け る 給 料 月 額 が 、 施 行 日 の 前 日 に お い て 受 け て い た 給

料 月 額 （ 一 部 改 正 条 例 適 用 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め ら れ

る 職 員 に あ っ て は 、 一 部 改 正 条 例 適 用 職 員 の 例 に よ る 額 ） に 百 分

の 九 十 九 ・ 七 を 乗 じ て 得 た 額 （ そ の 額 に 、 一 円 未 満 の 端 数 が あ る

と き は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て た 額 ） に 達 し な い 職 員 に は 、 施 行 日

か ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 、 給 料 月 額 の ほ か 、 そ の 差

額 に 相 当 す る 額 を 給 料 と し て 支 給 す る 。

４ 　 職 員 の 受 け る 給 料 の 調 整 額 が 、 施 行 日 の 前 日 に お い て こ の 規 則

に よ る 改 正 前 の 現 業 職 員 の 給 与 に 関 す る 規 則 第 二 条 の 二 第 二 項 の

規 定 に よ り 算 出 し た 額 （ 部 内 の 他 の 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と

認 め ら れ る 職 員 に あ っ て は 、 知 事 が 別 に 定 め る 額 ） に 百 分 の 九 十

九 ・ 七 を 乗 じ て 得 た 額 （ そ の 額 に 、 一 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、

そ の 端 数 を 切 り 捨 て た 額 ） に 達 し な い 職 員 に は 、 施 行 日 か ら 平 成

二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お い て 給 料 の 調 整 を 行 う 職 を 占 め

る 間 、 給 料 の 調 整 額 の ほ か 、 そ の 差 額 に 相 当 す る 額 を 給 料 と し て

支 給 す る 。

５ 　 前 二 項 に 規 定 す る 差 額 に 相 当 す る 額 は 、 退 職 手 当 の 額 の 算 出 の

基 礎 と し な い 。

６ 　 前 三 項 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 規 則 の 施 行 に 関 し 必 要 な 経 過

措 置 は 、 知 事 が 定 め る 。

別表第二　調整額表（第二条の二関係）

8,400円調整基本額

　給料の調整額は、調整基本額の項に掲げる調整基本額（その

額が給料月額の 100分の 4.5を超えるときは、給料月額の 100

分の 4. 5 に相当する額とし、その額に１円未満の端数があると

きは、その端数を切り捨てた額）に別に定める職に係る調整数

を乗じて得た額とする。
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　 職 員 の 被 服 貸 与 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日                               

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 規 則 第 三 十 五 号 　                                     

　 　 　 職 員 の 被 服 貸 与 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 職 員 の 被 服 貸 与 規 則 （ 昭 和 三 十 五 年 宮 崎 県 規 則 第 十 七 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 県 立 病 院 及 び 富 養 園 の 項 を 削 る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正

す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 規 則 第 三 十 六 号

精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 の 一 部 を

改 正 す る 規 則

　 精 神 保 健 及 び 精 神 障 害 者 福 祉 に 関 す る 法 律 施 行 細 則 （ 昭 和 四 十 一

年 宮 崎 県 規 則 第 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 八 条 中 「 第 三 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 通 院 し て い る 精 神 障 害

者 」 を 「 第 三 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 医 療 保 護 入 院 者 」 に 改 め る 。

　 第 十 条 を 削 る 。

　 第 十 一 条 中 「 医 療 保 護 入 院 者 入 院 届 （ 別 記 様 式 第 十 四 号 ） 」 を 「 、

同 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 措 置 を 採 つ た 場 合 に あ つ て は 医 療 保 護 入 院

者 （ 第 三 十 三 条 第 一 項 ） 入 院 届 （ 別 記 様 式 第 十 号 ） に 、 同 条 第 二 項

の 規 定 に よ る 措 置 を 採 つ た 場 合 に あ つ て は 医 療 保 護 入 院 者 （ 第 三 十

三 条 第 二 項 ） 入 院 届 （ 別 記 様 式 第 十 一 号 ） 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 条

と す る 。

　 第 十 二 条 中 「 別 記 様 式 第 十 五 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 二 号 」 に 改 め 、

同 条 を 第 十 一 条 と す る 。

　 第 十 三 条 中 「 別 記 様 式 第 十 六 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 三 号 」 に 改 め 、

同 条 を 第 十 二 条 と す る 。

　 第 十 四 条 を 削 る 。

　 第 十 五 条 中 「 別 記 様 式 第 十 八 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 四 号 」 に 、 「

別 記 様 式 第 十 九 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 五 号 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 三

条 と す る 。

　 第 十 六 条 中 「 別 記 様 式 第 二 十 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 六 号 」 に 改 め 、

同 条 を 第 十 四 条 と す る 。

　 第 十 七 条 第 一 項 中 「 別 記 様 式 第 二 十 一 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 七 号 」

に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 別 記 様 式 第 二 十 二 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 八

号 」 に 改 め 、 同 条 を 第 十 五 条 と す る 。

　 第 十 八 条 中 「 別 記 様 式 第 二 十 三 号 」 を 「 別 記 様 式 第 十 九 号 」 に 改

め 、 同 条 を 第 十 六 条 と す る 。

　 第 十 九 条 を 第 十 七 条 と す る 。

　 別 記 様 式 第 四 号 中 「痴ほう 」 を 「認知症 」 に 、

「                                                               

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

「                                                               

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

改 め る 。

以上のとおり診断する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

精神保健指定医氏名　　　　 　　　　　�　　

以上のとおり診断する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

精神保健指定医氏名　　　　 　　　　　　　　

署名　　　　　　　　　　　　 

　 別 記 様 式 第 六 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  
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　 別 記 様 式 第 八 号 中

「                                                               

　 　 　 を
」 　

「                                                               

                                                           
に

」 　

改 め る 。

　 別 記 様 式 第 九 号 中 「� 」 を 削 り 、

「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「                                

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

改 め る 。

　 別 記 様 式 第 十 号 か ら 別 記 様 式 第 十 三 号 ま で を 削 る 。

　 別 記 様 式 第 十 四 号 （ そ の 一 ） を 次 の よ う に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様

式 第 十 号 と す る 。
�　　　　　　

措置症状の消退
を認めた精神保
健指定医氏名

１　入院継続　　２　通院医療　　３　転　　医
４　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

措置解除後の処
置に関する意見

　　　　　
措置症状の消退
を認めた精神保
健指定医氏名

１　入院継続（任意入院・医療保護入院・他科）
２　通院医療　３　転医　４　死亡　５　その他（　　）

措置解除後の処
置に関する意見

現在入（通）院している病院名 現 在 入 院 し て い る 病 院 名
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　 別 記 様 式 第 十 四 号 （ そ の 二 ） を 次 の よ う に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様

式 第 十 一 号 と す る 。
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　 別 記 様 式 第 十 五 号 を 次 の よ う に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第 十 二 号

と す る 。
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　 別 記 様 式 第 十 六 号 を 次 の よ う に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第 十 三 号

と す る 。
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　 別 記 様 式 第 十 七 号 を 削 る 。

　 別 記 様 式 第 十 八 号 を 次 の よ う に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第 十 四 号

と す る 。
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　 別 記 様 式 第 十 九 号 を 次 の よ う に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第 十 五 号

と す る 。
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　 別 記 様 式 第 二 十 号 中 「 （第16条関係 ） 」 を 「 （第14条関係 ） 」 に 、

「措置入院者の 」 を 「入院者の 」 に 、

「 　 　 　 　 　 　 　 　 「                                          

　 　 　 　 　 　 　 　 を 　 　 　 　 　 　 　 　 に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第

　 　 　 　 　 　 　 」 　 　 　 　 　 　 　 　 」

十 六 号 と す る 。

　 別 記 様 式 第 二 十 一 号 中 「 （第17条関係 ） 」 を 「 （第15条関係 ） 」

に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第 十 七 号 と す る 。

　 別 記 様 式 第 二 十 二 号 中 「 （第17条関係 ） 」 を 「 （第15条関係 ） 」

に 、 「第17条第２項 」 を 「第15条第２項 」 に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様

式 第 十 八 号 と す る 。

　 別 記 様 式 第 二 十 三 号 中 「 （第18条関係 ） 」 を 「 （第16条関係 ） 」

に 、 「管 理 者　 　 　 　 　 　 　 」 を 「管 理 者 名　 　 　 　 　 　 � 」

に 、 「第18条 」 を 「第16条 」 に 改 め 、 同 様 式 を 別 記 様 式 第 十 九 号 と

す る 。

　 　 　 附 　 則                                      

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。  

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 宮 崎 県 立 病 院 事 業 の 財 務 に 関 す る 特 例 を 定 め る 規 則 を 廃 止 す る 規

則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 規 則 第 三 十 七 号

宮 崎 県 立 病 院 事 業 の 財 務 に 関 す る 特 例 を 定 め る 規 則 を 廃 止 す

る 規 則

　 宮 崎 県 立 病 院 事 業 の 財 務 に 関 す る 特 例 を 定 め る 規 則 （ 昭 和 三 十 九

年 宮 崎 県 規 則 第 十 三 号 ） は 、 廃 止 す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 物 品 の 購 入 等 の 事 務 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に

公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 規 則 第 三 十 八 号

　 　 　 物 品 の 購 入 等 の 事 務 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 物 品 の 購 入 等 の 事 務 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 年 宮 崎 県 規 則 第 三 十 五

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 中 「 「 物 品 の 購 入 等 」 」 を 「 「 物 品 の 購 入 」 」 に 、 「 物 品

の 購 入 又 は 修 繕 （ 別 表 第 一 」 を 「 物 品 の 購 入 （ 別 表 」 に 改 め 、 「 別

表 第 二 に 掲 げ る 物 品 の 修 繕 並 び に 」 を 削 り 、 「 物 品 の 購 入 又 は 修 繕

を 」 を 「 物 品 の 購 入 を 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 　 こ の 規 則 に お い て 「 物 品 の 修 繕 」 と は 、 部 局 が 行 う 物 品 の 修 繕

の た め の 措 置 を い う 。

　 第 三 条 の 見 出 し 中 「 購 入 等 」 を 「 購 入 」 に 改 め 、 同 条 中 「 購 入 等

を 「 購 入 」 に 、 「 予 算 執 行 伺 （ 別 記 様 式 第 一 号 ） 」 を 「 物 品 購 入 要

求 書 」 に 、 「 購 入 又 は 修 繕 」 を 「 購 入 」 に 改 め る 。

　 第 四 条 の 見 出 し 中 「 購 入 又 は 修 繕 」 を 「 購 入 」 に 改 め 、 同 条 第 一

項 中 「 購 入 し 、 又 は 修 繕 」 を 「 購 入 」 に 、 同 条 第 二 項 中 「 購 入 又 は

修 繕 」 を 「 購 入 」 に 、 「 （ 別 記 様 式 第 二 号 ） 又 は 修 繕 決 定 書 （ 別 記

様 式 第 三 号 ） 」 を 「 （ 別 記 様 式 ） 」 に 改 め る 。

　 第 七 条 を 第 八 条 と し 、 第 六 条 を 第 七 条 と す る 。

　 第 五 条 第 一 項 中 「 、 又 は 修 繕 し 」 を 削 り 、 同 条 を 第 六 条 と し 、 第

四 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

措 置 入 院 者 入 院 者

　 （ 物 品 の 修 繕 ）

第 五 条 　 部 局 の 長 は 、 物 品 の 修 繕 の 必 要 が 生 じ た と き は 、 財 務 規 則

　 第 百 六 十 二 条 の 規 定 に よ り 当 該 物 品 の 修 繕 の た め の 措 置 を と る も

　 の と す る 。 た だ し 、 当 該 修 繕 に 係 る 予 算 執 行 の 伺 い の 執 行 予 定 額

　 が 百 万 円 以 上 の 場 合 は 、 物 品 管 理 課 長 に 合 議 し な け れ ば な ら な い 。

　 別 表 第 一 第 六 号 中 「 購 入 し 、 又 は 修 繕 」 を 「 購 入 」 に 改 め る 。

　 別 表 第 二 を 削 り 、 別 表 第 一 を 別 表 と す る 。

　 別 記 様 式 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。
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調 達 決 定 書

　　　　　　　　　　　　　殿

物品管理課長　　　　

　　　　　　　　　年　　　月　　　日

　　　　下記のとおり決定しました。
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要 求 番 号所 属

直 通 番 号内 線 番 号担 当 者

会　計年 度

支 出 方 法経 理 区 分予 算 区 分

事 項

又 は

細 事 項

款

科　

目

項

目

細節節

円差引後の予算配当残額
円

調 達 確 定 額

納 入 期 限

所 属 内 訳購 入 理 由

契 約 方 法

商号又は名称

住所又は所在地

電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　債権者番号

契 約 業 者

物品内訳
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告 示告　　　　　示

宮崎県告示第 202号　

　宮崎県情報公開条例（平成11年宮崎県条例第36号）第24条の２第

１項に規定する出資法人を平成18年４月１日から次のとおり指定す

る。

　なお、宮崎県情報公開条例第24条の２第１項に規定する出資法人

の指定（平成14年宮崎県告示第96号）は、平成18年３月31日をもっ

て廃止する。

　　平成18年３月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎県知事　安　藤　忠　恕　

財団法人宮崎県立芸術劇場

財団法人宮崎県国際交流協会

財団法人宮崎県看護学術振興財団

財団法人宮崎県腎臓バンク

社団法人宮崎県林業公社

財団法人宮崎県機械技術振興協会

財団法人宮崎県産業支援財団

社団法人宮崎県農業開発公社

財団法人宮崎県内水面振興センター

財団法人宮崎県栽培漁業協会

財団法人宮崎県建設技術推進機構

財団法人宮崎県暴力追放県民会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宮崎県告示第 203号

　宮崎県個人情報保護条例（平成14年宮崎県条例第41号）第50条第

１項に規定する出資法人を平成18年４月１日から次のとおり指定す

る。

　なお、宮崎県個人情報保護条例第50条第１項に規定する出資法人

の指定（平成15年宮崎県告示第 305号）は、平成18年３月31日をも

って廃止する。

　　平成18年３月31日

                           　　 宮崎県知事　安　藤　忠　恕　

宮崎県住宅供給公社

宮崎県道路公社

宮崎県土地開発公社

財団法人宮崎県立芸術劇場

財団法人宮崎県国際交流協会

財団法人宮崎県看護学術振興財団

財団法人宮崎県腎臓バンク

社団法人宮崎県林業公社

財団法人宮崎県機械技術振興協会

財団法人宮崎県産業支援財団

社団法人宮崎県農業開発公社

財団法人宮崎県内水面振興センター

財団法人宮崎県栽培漁業協会

財団法人宮崎県建設技術推進機構

財団法人宮崎県暴力追放県民会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宮 崎 県 告 示 第 二 百 四 号

　 堺 市 を 全 国 自 治 宝 く じ 事 務 協 議 会 に 加 え る と と も に 、 全 国 自 治 宝

く じ 事 務 協 議 会 規 約 の 一 部 を 変 更 し た の で 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 二 百 五 十 二 条 の 六 の 規 定 に 基 づ き 、 そ の 例

に よ る こ と と さ れ る 同 法 第 二 百 五 十 二 条 の 二 第 二 項 の 規 定 に よ り 、

次 の と お り 告 示 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

　 全 国 自 治 宝 く じ 事 務 協 議 会 を 設 け る 地 方 公 共 団 体 に 堺 市 を 加 え 、

こ れ に 伴 い 全 国 自 治 宝 く じ 事 務 協 議 会 規 約 の 一 部 を 次 の よ う に 変 更

す る 。

　 第 三 条 第 二 号 中 「 静 岡 市 」 の 下 に 「 、 堺 市 」 を 加 え る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 約 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 宮 崎 県 工 事 請 負 契 約 約 款 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を こ こ に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 告 示 第 二 百 五 号

　 　 　 宮 崎 県 工 事 請 負 契 約 約 款 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

　 宮 崎 県 工 事 請 負 契 約 約 款 （ 平 成 八 年 宮 崎 県 告 示 第 五 百 十 五 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 三 十 四 条 第 八 項 、 第 四 十 五 条 第 三 項 及 び 第 四 十 九 条 第 三 項 中 「

年 三 ・ 六 パ ー セ ン ト 」 を 「 年 三 ・ 四 パ ー セ ン ト 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 告 示 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 県 が 発 注 す る 建 設 工 事 の 契 約 に 係 る 一 般 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格 等

に 関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を こ こ に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 告 示 第 二 百 六 号

県 が 発 注 す る 建 設 工 事 の 契 約 に 係 る 一 般 競 争 入 札 参 加 者 の 資

格 等 に 関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

　 県 が 発 注 す る 建 設 工 事 の 契 約 に 係 る 一 般 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格 等

に 関 す る 要 綱 （ 平 成 八 年 宮 崎 県 告 示 第 五 百 二 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

　 別 表 土 木 一 式 工 事 の 項 中 「 一 億 円 」 を 「 八 千 万 円 」 に 、 「 五 千 万

円 」 を 「 四 千 万 円 」 に 、 「 二 千 五 百 万 円 」 を 「 二 千 万 円 」 に 、 「 千

五 百 万 円 以 上 」 を 「 一 千 万 円 以 上 」 に 、 「 千 五 百 万 円 未 満 」 を 「 一

千 万 円 未 満 」 に 改 め 、 同 表 舗 装 工 事 の 項 中 「 千 四 百 万 円 」 を 「 千 二

百 万 円 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 告 示 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２ 　 こ の 告 示 の 際 現 に こ の 告 示 に よ る 改 正 前 の 県 が 発 注 す る 建 設 工

事 の 契 約 に 係 る 一 般 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格 等 に 関 す る 要 綱 の 規 定

に よ り さ れ て い る 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 告 示 に よ る 改 正 後 の

県 が 発 注 す る 建 設 工 事 の 契 約 に 係 る 一 般 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格 等

に 関 す る 要 綱 の 相 当 規 定 に よ り な さ れ た も の と み な す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 県 が 発 注 す る 建 設 工 事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格

等 に 関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を こ こ に 公 表 す る 。

　 別 記 様 式 第 二 号 及 び 別 記 様 式 第 三 号 を 削 り 、 別 記 様 式 第 一 を 別 記

様 式 と す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 告 示 第 二 百 七 号

県 が 発 注 す る 建 設 工 事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の

資 格 等 に 関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

　 県 が 発 注 す る 建 設 工 事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格

等 に 関 す る 要 綱 （ 平 成 十 六 年 宮 崎 県 告 示 第 二 百 五 十 九 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 第 一 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 （ 第 三 条 関 係 ）　

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 告 示 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２ 　 こ の 告 示 の 際 現 に こ の 告 示 に よ る 改 正 前 の 県 が 発 注 す る 建 設 工

事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格 等 に 関 す る 要 綱 の 規

定 に よ り さ れ て い る 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 告 示 に よ る 改 正 後

の 県 が 発 注 す る 建 設 工 事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の 資

格 等 に 関 す る 要 綱 の 相 当 規 定 に よ り な さ れ た も の と み な す 。

等 級 区 分

建 設 工 事 の

種 類 及 び 金 額

土 木 一 式 工 事

建 築 一 式 工 事

舗 装 工 事

そ の 他 の 工 事

特  Ａ  級

八 千 万 円 以 上

二 億 円 以 上

Ａ 　 　 級

四 千 万 円 以 上

八 千 万 円 未 満

八 千 万 円 以 上

二 億 円 未 満

千 二 百 万 円 以

上
千 二 百 万 円 以

上

Ｂ 　 　 級

二 千 万 円 以 上

四 千 万 円 未 満

三 千 万 円 以 上

八 千 万 円 未 満

四 百 万 円 以 上

千 二 百 万 円 未

満
五 百 万 円 以 上

千 二 百 万 円 未

満

Ｃ 　 　 級

一 千 万 円 以 上

二 千 万 円 未 満

千 五 百 万 円 以

上 三 千 万 円 未

満
四 百 万 円 未 満

五 百 万 円 未 満

Ｄ 　 　 級

一 千 万 円 未 満

千 五 百 万 円 未

満

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宮崎県告示第 208号

　道路法（昭和27年法律第 180号）第７条の規定により、県道の路

線を次のように認定する。

　その関係図面は、平成18年３月31日から平成18年４月14日まで宮

崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

　　平成18年３月31日

宮崎県知事　安　藤　忠　恕　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宮崎県告示第 209号

　道路法（昭和27年法律第 180号）第10条第１項の規定により、次

の県道の路線を廃止する。

　その関係図面は、平成18年３月31日から平成18年４月14日まで宮

崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

重要な経過地

起　　点

路　線　名

路線

番号 終　　点

宮崎市大字内海

内海加江田線377
宮崎市大字加江

田

重要な経過地

起　　点

路　線　名

路線

番号 終　　点

五十市停車場

五十市停車場線428
市道南鷹尾通線

交点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

宮崎県告示第 210号

　道路法（昭和27年法律第 180号）第18条第１項の規定により、道

路の区域を次のとおり決定する。

　なお、関係図面は、平成18年３月31日から平成18年４月14日まで

宮崎県土木部道路保全課において一般の縦覧に供する。

　　平成18年３月31日

宮崎県知事　安　藤　忠　恕　

延　長

（メートル）

敷地の
幅　員

（メートル）
区 間路線名

道路の

種　類

路線

番号

250.09.0　 ～

22.0

宮崎市大字

加江田字岩

山4406番２

地先から同

市同大字字

曽山寺4487

番３地先ま

で

学園木

花台加

江田線

県道376

5450.08.0　 ～

114.7

宮崎市大字

折生迫字狩

行司5631番

５地先から

同市大字加

江田字曽山

寺4487番３

地先まで

内海加

江田線

県道377

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 物 品 の 買 入 れ 等 の 契 約 に 係 る 競 争 入 札 の 参 加 資 格 、 指 名 基 準 等 に

関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を こ こ に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

宮 崎 県 告 示 第 二 百 十 一 号

　 　 　 物 品 の 買 入 れ 等 の 契 約 に 係 る 競 争 入 札 の 参 加 資 格 、 指 名 基 準

　 　 　 等 に 関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

　 物 品 の 買 入 れ 等 の 契 約 に 係 る 競 争 入 札 の 参 加 資 格 、 指 名 基 準 等 に

関 す る 要 綱 （ 昭 和 四 十 六 年 宮 崎 県 告 示 第 九 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

　 第 四 条 第 一 項 第 一 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

　　平成18年３月31日

宮崎県知事　安　藤　忠　恕　
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　 一 　 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ） 第 百 六 十 七

　 　 条 の 四 第 一 項 （ 同 令 第 百 六 十 七 条 の 十 一 第 一 項 に お い て 準 用 す

　 　 る 場 合 を 含 む 。 ） に 該 当 す る 者

　 第 四 条 第 一 項 第 二 号 中 「 （ 昭 和 二 十 二 年 政 令 第 十 六 号 ） 」 及 び 「

以 下 同 じ 。 」 を 削 る 。

　 第 七 条 第 一 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 知 事 は 、 有 資 格 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 第

　 十 三 条 に 規 定 す る 審 査 会 の 審 査 を 経 て 、 競 争 入 札 参 加 の 資 格 を 取

　 り 消 す も の と す る 。

　 一 　 第 四 条 第 一 項 第 一 号 及 び 第 二 号 に 該 当 す る に 至 つ た と き 。

　 二 　 虚 偽 又 は 不 正 な 方 法 に よ り 入 札 参 加 の 資 格 を 受 け た こ と が 明

　 　 ら か に な つ た と き 。

　 三 　 営 業 に 関 し 許 可 、 認 可 等 を 必 要 と す る 場 合 に お い て 、 当 該 許

　 　 可 、 認 可 等 の 取 消 し を 受 け た と き 。

　 第 八 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 （ 指 名 競 争 入 札 の 参 加 者 の 指 名 等 ）

第 八 条 　 契 約 担 当 者 は 、 物 品 の 買 入 れ 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札

　 を 実 施 し よ う と す る と き は 、 当 該 入 札 の 目 的 に 応 じ て 、 次 に 掲 げ

　 る 基 準 に 基 づ き 、 有 資 格 者 の 中 か ら 入 札 参 加 者 を 指 名 す る も の と

　 す る 。

　 一 　 次 条 の 規 定 に よ る 指 名 停 止 を 受 け て い な い こ と 。

　 二 　 経 営 及 び 信 用 の 状 況 に つ い て 、 次 に 掲 げ る 事 項 に 該 当 す る 者

　 　 で 、 契 約 の 相 手 方 と し て 不 適 当 で あ る と 認 め ら れ る も の で な い

　 　 こ と 。

　 　 ア 　 手 形 交 換 所 に お い て 取 引 停 止 処 分 を 受 け 、 又 は 主 要 取 引 先

　 　 　 か ら の 取 引 停 止 等 を 受 け た 事 実 が あ る こ と 。

　 　 イ 　 商 法 （ 明 治 三 十 二 年 法 律 第 四 十 八 号 ） 第 三 百 八 十 一 条 の 規

　 　 　 定 に よ る 整 理 の 開 始 の 申 立 て 又 は 通 告 の 事 実 が あ る こ と 。

　 　 ウ 　 会 社 更 生 法 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 四 号 ） 第 十 七 条 の 規

　 　 　 定 に よ る 更 生 手 続 開 始 の 申 立 て 又 は 民 事 再 生 法 （ 平 成 十 一 年

　 　 　 法 律 第 二 百 二 十 五 号 ） 第 二 十 一 条 の 規 定 に よ る 再 生 手 続 開 始

　 　 　 の 申 立 て が あ る こ と 。

　 　 エ 　 民 事 執 行 法 （ 昭 和 五 十 四 年 法 律 第 四 号 ） に 基 づ く 仮 差 押 え

　 　 　 等 金 銭 債 権 に 対 す る 強 制 執 行 又 は 国 税 、 地 方 税 そ の 他 の 公 課

　 　 　 に つ い て 滞 納 処 分 に よ る 強 制 執 行 の 措 置 を 受 け 支 払 が 不 可 能

　 　 　 に な っ た こ と 。

　 三 　 知 事 が 別 に 定 め る 印 刷 業 者 の 等 級 格 付 け 及 び 指 名 基 準 に よ り

　 　 等 級 区 分 等 を 定 め た 営 業 種 目 に あ た つ て は 、 当 該 営 業 種 目 に 応

　 　 じ た 等 級 に 格 付 け さ れ て い る 有 資 格 業 者 で あ る こ と 。

　 四 　 そ の 他 不 誠 実 な 行 為 が な い こ と 。

　 第 十 条 中 「 指 名 停 止 期 間 中 の 有 資 格 者 を 」 を 「 前 条 第 二 項 の 規 定

に よ る 指 名 停 止 期 間 の 決 定 を 受 け た 者 を 、 当 該 指 名 停 止 期 間 中 は 」

に 改 め る 。

　 第 十 一 条 本 文 を 次 の よ う に 改 め る 。

　 　 契 約 担 当 者 は 、 第 九 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 指 名 停 止 期 間 の 決 定

　 を 受 け た 者 を 、 当 該 指 名 停 止 期 間 中 は 随 意 契 約 の 相 手 方 と し て は

　 な ら な い 。

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 告 示 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２ 　 こ の 告 示 の 施 行 の 際 現 に こ の 告 示 に よ る 改 正 前 の 物 品 の 買 入 れ

　 等 の 契 約 に 係 る 競 争 入 札 の 参 加 資 格 、 指 名 基 準 等 に 関 す る 要 綱 の

　 規 定 に よ り な さ れ て い る 手 続 そ の 他 の 行 為 は 、 こ の 告 示 に よ る 改

訓 令 甲訓　　令　　甲

　 宮 崎 県 職 員 研 修 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日                               

宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

訓 令 甲 第 二 号

本 　 　 　 　 　 　 庁 　

各 出 先 機 関 　

労 働 委 員 会 事 務 局 　

　 　 　 宮 崎 県 職 員 研 修 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

　 宮 崎 県 職 員 研 修 規 程 （ 昭 和 四 十 四 年 訓 令 甲 第 十 二 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

　 第 四 条 第 二 項 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

　 二 　 五 年 目 研 修

　 三 　 十 年 目 研 修

　 四 　 リ ー ダ ー 研 修

　 第 四 条 第 二 項 中 第 五 号 を 削 り 、 第 六 号 を 第 五 号 と し 、 第 七 号 を 第

六 号 と し 、 第 八 号 を 第 七 号 と す る 。

　 第 二 十 一 条 第 四 項 中 「 政 策 主 幹 、 主 幹 、 副 主 幹 又 は 係 長 」 を 「 主

幹 又 は 副 主 幹 」 に 改 め る 。

　 　 附 　 則

　 こ の 訓 令 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 宮 崎 県 職 員 安 全 衛 生 管 理 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に 公 表

す る 。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　       宮 崎 県 知 事 　 安 　 藤 　 忠 　 恕 　

訓 令 甲 第 三 号

  本 　 　 　 　 　 　 庁 　

各 出 先 機 関 　

労 働 委 員 会 事 務 局 　

　 　 　 宮 崎 県 職 員 安 全 衛 生 管 理 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

　 宮 崎 県 職 員 安 全 衛 生 管 理 規 程 （ 昭 和 六 十 二 年 訓 令 甲 第 二 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 目 次 中 「 ・ 第 三 十 七 条 」 を 「 ― 第 三 十 七 条 」 に 改 め る 。

　 第 十 二 条 第 一 項 中 第 三 号 を 削 り 、 第 四 号 を 第 三 号 と し 、 第 五 号 か

ら 第 八 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。

　 第 十 三 条 第 二 項 中 「 又 は 出 先 機 関 の 庶 務 を 担 当 す る 係 長 （ 庶 務 を

担 当 す る 係 長 が 置 か れ て い な い 課 及 び 出 先 機 関 に あ つ て は 、 課 又 は

出 先 機 関 の 長 が 所 属 職 員 の う ち か ら 指 名 す る 者 ） を も つ て 充 て る 」

を 「 及 び 出 先 機 関 の 長 が 、 所 属 職 員 の う ち か ら 選 任 す る 」 に 改 め 、

同 条 中 第 三 項 を 削 り 、 第 四 項 を 第 三 項 と す る 。

　 第 十 四 条 第 五 項 第 一 号 中 「 の 実 施 及 び そ の 」 を 「 及 び 面 接 指 導 等

（ 法 第 六 十 六 条 の 八 第 一 項 に 規 定 す る 面 接 指 導 及 び 法 第 六 十 六 条 の

九 に 規 定 す る 必 要 な 措 置 を い う 。 ） の 実 施 並 び に こ れ ら の 」 に 改 め

る 。  

　 第 三 十 六 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 他 の 任 命 権 者 の 所 属 職 員 に 対 す る 措 置 ）

第 三 十 六 条 の 二 　 知 事 は 、 他 の 任 命 権 者 か ら 当 該 任 命 権 者 の 所 属 職

　 員 の 安 全 及 び 衛 生 に 関 す る 事 項 を 確 保 す る た め の 依 頼 が あ つ た と

　 き は 、 協 議 の 上 こ の 規 程 の 例 に よ り 措 置 す る こ と が で き る 。

　 正 後 の 物 品 の 買 入 れ 等 の 契 約 に 係 る 競 争 入 札 の 参 加 資 格 、 指 名 基

　 準 等 に 関 す る 要 綱 の 相 当 規 定 に よ り な さ れ た も の と み な す 。
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  別 表 第 一 中 央 保 健 所 管 内 出 先 機 関 （ 自 治 学 院 、 こ ど も 療 育 セ ン タ

ー 、 宮 崎 病 院 及 び 宮 崎 総 合 庁 舎 内 出 先 機 関 を 除 く 。 ） の 項 中 「 、 宮

崎 病 院 」 を 削 り 、 日 南 保 健 所 管 内 出 先 機 関 （ 日 南 病 院 を 除 く 。 ） の

項 中 「 （ 日 南 病 院 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 高 鍋 保 健 所 管 内 出 先 機 関 （

富 養 園 を 除 く 。 ） の 項 中 「 （ 富 養 園 を 除 く 。 ） 」 を 削 り 、 延 岡 保 健

所 管 内 出 先 機 関 （ 延 岡 病 院 を 除 く 。 ） の 項 中 「 （ 延 岡 病 院 を 除 く 。 ）

」 を 削 り 、 宮 崎 病 院 の 項 、 延 岡 病 院 の 項 、 日 南 病 院 の 項 及 び 富 養 園

の 項 を 削 る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 訓 令 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

企 業 管 理 規 程企 業 管 理 規 程

　 宮 崎 県 公 営 企 業 管 理 者 の 職 務 代 理 に 関 す る 規 程 を こ こ に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 企 業 局 長 　 西 　 岡 　 直 　 已 　

宮 崎 県 企 業 局 企 業 管 理 規 程 第 十 八 号

　 　 　 宮 崎 県 公 営 企 業 管 理 者 の 職 務 代 理 に 関 す る 規 程

　 （ 趣 旨 ）

第 一 条 　 こ の 規 程 は 、 地 方 公 営 企 業 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 二 百 九

十 二 号 ） 第 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 宮 崎 県 公 営 企 業 管 理 者 （

以 下 「 管 理 者 」 と い う 。 ） の 職 務 を 代 理 す る 職 員 に つ い て 必 要 な

事 項 を 定 め る も の と す る 。

　 （ 職 務 代 理 者 の 指 定 ）

第 二 条 　 管 理 者 に 事 故 が あ る と き 、 又 は 管 理 者 が 欠 け た と き の 管 理

者 の 職 務 を 代 理 す る 職 員 は 、 副 局 長 （ 総 括 ） と す る 。

第 三 条 　 管 理 者 及 び 副 局 長 （ 総 括 ） に と も に 事 故 が あ る と き 、 又 は

管 理 者 及 び 副 局 長 （ 総 括 ） が と も に 欠 け た と き の 管 理 者 の 職 務 を

代 理 す る 職 員 は 、 副 局 長 （ 技 術 ） と す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 企 業 管 理 規 程 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 宮 崎 県 一 ツ 瀬 川 県 民 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 使 用 規 程 を 廃

止 す る 企 業 管 理 規 程 を こ こ に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 企 業 局 長 　 西 　 岡 　 直 　 已 　

宮 崎 県 企 業 局 企 業 管 理 規 程 第 十 九 号

宮 崎 県 一 ツ 瀬 川 県 民 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 使 用 規 程

を 廃 止 す る 企 業 管 理 規 程

　 宮 崎 県 一 ツ 瀬 川 県 民 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 使 用 規 程 （ 平

成 二 年 宮 崎 県 企 業 局 企 業 管 理 規 程 第 三 号 ） は 、 廃 止 す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 企 業 管 理 規 程 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 宮 崎 県 一 ツ 瀬 川 県 民 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 使 用 料 規 程 を

廃 止 す る 企 業 管 理 規 程 を こ こ に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 企 業 局 長 　 西 　 岡 　 直 　 已 　

宮 崎 県 企 業 局 企 業 管 理 規 程 第 二 十 号

宮 崎 県 一 ツ 瀬 川 県 民 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 使 用 料 規

程 を 廃 止 す る 企 業 管 理 規 程

　 宮 崎 県 一 ツ 瀬 川 県 民 ス ポ ー ツ レ ク リ エ ー シ ョ ン 施 設 使 用 料 規 程 （

平 成 十 五 年 宮 崎 県 企 業 局 企 業 管 理 規 程 第 二 号 ） は 、 廃 止 す る 。

　 　 　 附 　 則
人事委員会規則人事委員会規則

　 公 益 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 　 黒 　 木 　 奉 　 武 　

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 七 号

　 　 　 公 益 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

　 　 　 規 則

　 公 益 法 人 等 へ の 職 員 の 派 遣 等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 四 年 宮 崎 県 人

事 委 員 会 規 則 第 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 別 表 条 例 第 二 条 第 一 項 第 一 号 に 該 当 す る 団 体 の 項 中         

「 　 財 団 法 人 宮 崎 県 立 芸 術 劇 場                                   

　 　 財 団 法 人 宮 崎 県 消 費 者 協 会 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を  
             

　 　 財 団 法 人 宮 崎 県 青 少 年 研 修 協 会                               

　 　 財 団 法 人 宮 崎 県 人 権 啓 発 協 会 　 　 　 　 　 　 　 」

「 　 財 団 法 人 宮 崎 県 立 芸 術 劇 場 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 、
            

　 　 財 団 法 人 宮 崎 県 人 権 啓 発 協 会 　 　 　 　 　 　 　 」

「 　 財 団 法 人 宮 崎 県 環 境 整 備 公 社                                 

　 　 財 団 法 人 み や ざ き 長 寿 社 会 推 進 機 構 　 　 　 　 　 を               

　 　 財 団 法 人 宮 崎 県 生 活 衛 生 営 業 指 導 セ ン タ ー 　 」

「 　 財 団 法 人 宮 崎 県 環 境 整 備 公 社 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め 、 同 表 条　 　 財 団 法 人 宮 崎 県 生 活 衛 生 営 業 指 導 セ ン タ ー 　 」

例 第 二 条 第 一 項 第 二 号 に 該 当 す る 団 体 の 項 中

「 　 宮 崎 県 住 宅 供 給 公 社                                         

　 　 日 本 道 路 公 団                               　 　 　 　 　 　 を               

　 　 公 立 学 校 共 済 組 合 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

「 　 宮 崎 県 住 宅 供 給 公 社 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め る 。　 　 公 立 学 校 共 済 組 合 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

」

　 　 　 附 　 則                        

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公

布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 　 黒 　 木 　 奉 　 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 八 号

　 　 　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 職 員 の 育 児 休 業 等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 一 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規

則 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 の 次 に 次 の 一 条 を 加 え る 。

　 （ 職 務 復 帰 後 に 号 給 の 調 整 を 行 う こ と が で き る 最 初 の 昇 給 日 ）

第 三 条 　 育 児 休 業 条 例 第 六 条 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 日 は 、 初 任

給 、 昇 格 及 び 昇 給 等 の 基 準 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 宮 崎 県 人

事 委 員 会 規 則 第 二 号 ） 第 三 十 二 条 に 規 定 す る 昇 給 日 と す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る

規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 　 黒 　 木 　 奉 　 武

　 こ の 企 業 管 理 規 程 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 九 号

　 　 　 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関

　 　 　 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 外 国 の 地 方 公 共 団 体 の 機 関 等 に 派 遣 さ れ る 職 員 の 処 遇 等 に 関 す る

規 則 （ 昭 和 六 十 三 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

　 第 三 条 第 一 項 中 「 調 整 手 当 」 を 「 地 域 手 当 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 　 黒 　 木 　 奉 　 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 号

　 　 　 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

　 　 　 規 則

　 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 五 年 宮 崎 県 人

事 委 員 会 規 則 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 七 条 の 見 出 し 中 「 給 料 月 額 の 決 定 等 」 を 「 号 給 の 決 定 」 に 改 め 、

同 条 中 「 給 料 月 額 及 び こ れ に 係 る 次 期 昇 給 予 定 の 時 期 は 」 を 「 号 給

は 」 に 、 「 給 料 月 額 及 び こ れ に 係 る 次 期 昇 給 予 定 の 時 期 の 」 を 「 号

給 を 超 え な い 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 地 域 手 当 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 　 黒 　 木 　 奉 　 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 一 号

　 　 　 地 域 手 当 に 関 す る 規 則

　 調 整 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 五 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十

五 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。

　 （ 趣 旨 ）

第 一 条 　 こ の 規 則 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 宮 崎

県 条 例 第 四 十 号 。 以 下 「 県 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 の 五 及 び

第 五 条 の 六 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 の 支 給 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め

る も の と す る 。

　 （ 県 給 与 条 例 第 五 条 の 五 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 ）

第 二 条 　 県 給 与 条 例 第 五 条 の 五 第 一 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 地

域 は 別 表 に 掲 げ る 地 域 と し 、 同 項 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 公 署

は 別 表 に 掲 げ る 地 域 に 所 在 す る 公 署 と 同 様 に 取 り 扱 う こ と が 適 当

で あ る と 人 事 委 員 会 が 認 め る 公 署 と す る 。

第 三 条 　 県 給 与 条 例 第 五 条 の 五 第 二 項 の 地 域 手 当 の 級 地 は 、 別 表 に

定 め る と お り と す る 。

　 （ 端 数 計 算 ）

第 四 条 　 県 給 与 条 例 第 五 条 の 五 第 二 項 又 は 第 五 条 の 六 の 規 定 に よ る

地 域 手 当 の 月 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 を 切 り

捨 て た 額 を も っ て 当 該 地 域 手 当 の 月 額 と す る 。 県 給 与 条 例 第 八 条

第 四 項 及 び 第 五 項 （ 県 給 与 条 例 第 八 条 の 四 第 四 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 八 条 の 四 第 三 項 並 び に 第 八 条 の 五 第 五 項 に

規 定 す る 地 域 手 当 の 月 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が あ る と き も 、 同 様 と

す る 。

　 （ 雑 則 ）

第 五 条 　 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 地 域 手 当 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 人 事 委 員 会 が 定 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 県 給 与 条 例 第 五 条

　 の 五 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 の 支 給 割 合 ）

２ 　 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 職 員 の 給 与 に 関 す

る 条 例 及 び 一 般 職 の 任 期 付 職 員 の 採 用 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 （ 平 成 十 七 年 宮 崎 県 条 例 第 七 十 六 号 。 以 下 「 平 成 十 七

年 改 正 条 例 」 と い う 。 ） 附 則 第 九 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た

県 給 与 条 例 第 五 条 の 五 第 二 項 各 号 の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合

は 、 附 則 別 表 の と お り と す る 。

　 （ 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 県 給 与 条 例 第 五 条

　 の 六 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 の 支 給 割 合 ）

３ 　 平 成 二 十 二 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 平 成 十 七 年 改 正 条

例 附 則 第 九 条 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 県 給 与 条 例 第 五 条 の 六

の 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 割 合 は 、 百 分 の 十 一 と す る 。

附 則 別 表 （ 附 則 第 二 項 関 係 ）

　 　 　 　
備 考 　 こ の 表 の 支 給 地 域 欄 に 掲 げ る 名 称 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日

に お い て そ れ ら の 名 称 を 有 す る 市 又 は 特 別 区 の 同 日 に お け る 区

域 に よ っ て 示 さ れ た 地 域 を 示 し 、 そ の 後 に お け る そ れ ら の 名 称

の 変 更 又 は そ れ ら の 名 称 を 有 す る も の の 区 域 の 変 更 に よ っ て 影

響 さ れ る も の で は な い 。

別 表 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

備 考 　 こ の 表 の 支 給 地 域 欄 に 掲 げ る 名 称 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日

に お い て そ れ ら の 名 称 を 有 す る 市 又 は 特 別 区 の 同 日 に お け る 区

域 に よ っ て 示 さ れ た 地 域 を 示 し 、 そ の 後 に お け る そ れ ら の 名 称

の 変 更 又 は そ れ ら の 名 称 を 有 す る も の の 区 域 の 変 更 に よ っ て 影

響 さ れ る も の で は な い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 特 定 の 職 員 に 対 す る 地 域 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す

る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 　 黒 　 木 　 奉 　 武

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 二 号

　 　 　 特 定 の 職 員 に 対 す る 地 域 手 当 の 支 給 に 関 す る 規 則

　 （ 趣 旨 ）

第 一 条 　 こ の 規 則 は 、 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 （ 平 成 十 五 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 四 号 。 以 下 「 改 正 条 例 」 と い

支 　 給 　 割 　 合

百 分 の 十 三

百 分 の 十 一

百 分 の 七

支 　 　 給 　 　 地 　 　 域

東 京 都 の う ち

　 特 別 区

東 京 都 の う ち

　 府 中 市

大 阪 府 の う ち

　 大 阪 市

福 岡 県 の う ち

　 福 岡 市

都 　 道 　 府 　 県

東 　 京 　 都

大 　 阪 　 府

福 岡 県

支 　 　 　 給 　 　 　 地 　 　 　 域

特 　 別 　 区

府 　 中 　 市

大 　 阪 　 市

福 　 岡 　 市

級 　 地

一 級 地

三 級 地

二 級 地

四 級 地
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う 。 ） 附 則 第 八 項 及 び 第 九 項 並 び に こ れ ら の 規 定 に よ り な お そ の

効 力 を 有 す る も の と さ れ る 改 正 条 例 第 二 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の

職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 二 十 九 年 宮 崎 県 条 例 第 四 十 号 。 以

下 「 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 」 と い う 。 ） 第 五 条 の 七 の 規 定 に 基 づ

き 、 同 条 の 規 定 に 基 づ く 地 域 手 当 の 支 給 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め

る も の と す る 。

　 （ 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に 基 づ く 地 域 手 当 等 ）

第 二 条 　 改 正 条 例 附 則 第 八 項 に 規 定 す る 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者

は 、 か つ て 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と し て 勤 務 し て い た 者 で 、

改 正 条 例 第 二 条 の 規 定 の 施 行 の 日 前 に 人 事 交 流 等 に よ り 引 き 続 き

職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 （ 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 第 五 条 の 七 第 二

項 に 規 定 す る 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） と な

り 、 引 き 続 き 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し て 勤 務 し て い た も の と

す る 。

第 三 条 　 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も

の と さ れ る 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 第 五 条 の 七 第 二 項 に 規 定 す る 人

事 委 員 会 規 則 で 定 め る 法 人 は 、 通 勤 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十

一 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 六 号 ） 第 十 三 条 の 二 各 号 に 掲 げ る 法

人 と す る 。

第 四 条 　 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も

の と さ れ る 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 第 五 条 の 七 第 二 項 の 規 定 に よ り 、

改 正 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 同 条 第 一 項 の 規

定 に よ る 地 域 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必 要 が あ る と 認 め

ら れ る 職 員 は 、 次 の 各 号 の い ず れ に も 該 当 す る 職 員 で 、 給 料 表 の

適 用 を 受 け る こ と と な っ た 日 （ 以 下 「 適 用 日 」 と い う 。 ） 前 の 職

員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と し て 勤 務 し て い た 期 間 （ 常 時 勤 務 に 服 す

る 者 と し て 適 用 日 の 前 日 ま で 引 き 続 き 勤 務 し て い た 期 間 に 限 る 。

以 下 「 対 象 期 間 」 と い う 。 ） を 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と し て

勤 務 し て い た も の と し た 場 合 に 同 項 に 規 定 す る 地 域 手 当 の 支 給 要

件 を 具 備 す る こ と と な る も の と す る 。

一 　 人 事 交 流 等 に よ り 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と な っ た 者 で あ

る こ と 。

二 　 対 象 期 間 に 地 域 手 当 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 八 年 宮 崎 県 人 事 委

員 会 規 則 第 十 一 号 ） に よ る 改 正 前 の 調 整 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭

和 四 十 五 年 宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 五 号 ） 第 二 条 に 規 定 す る

地 域 に お い て 勤 務 し て い た 者 で あ る こ と 。

２ 　 前 項 に 規 定 す る 職 員 に 支 給 す る 地 域 手 当 の 額 及 び 支 給 期 間 は 、

同 項 に 規 定 す る 場 合 に 具 備 す る こ と と な る 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の

規 定 に よ り 読 み 替 え ら れ た 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 第 五 条 の 七 第 一

項 の 支 給 要 件 に 基 づ き 、 同 項 の 規 定 に よ り 支 給 さ れ る こ と と な る

額 及 び 期 間 と す る 。

３ 　 前 二 項 に 定 め る も の の ほ か 、 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り

な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 第 五 条

の 七 第 一 項 の 規 定 に よ る 地 域 手 当 を 支 給 さ れ る 職 員 と の 権 衡 上 必

要 で あ る と 認 め ら れ る 職 員 に 対 す る 地 域 手 当 に つ い て は 、 別 に 人

事 委 員 会 が 定 め る 。

第 五 条 　 改 正 条 例 附 則 第 八 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も

の と さ れ る 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 第 五 条 の 七 の 規 定 に よ る 地 域 手

当 の 月 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 を 切 り 捨 て た

額 を も っ て 当 該 地 域 手 当 の 月 額 と す る 。 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例

第 八 条 第 四 項 及 び 第 五 項 （ 同 条 例 第 八 条 の 四 第 四 項 に お い て 準 用

す る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 八 条 の 四 第 三 項 並 び に 第 八 条 の 五 第 五 項

に 規 定 す る 地 域 手 当 の 月 額 に 一 円 未 満 の 端 数 が あ る と き も 、 同 様

と す る 。

　 （ 改 正 条 例 附 則 第 九 項 の 規 定 に 基 づ く 地 域 手 当 等 ）

第 六 条 　 改 正 条 例 附 則 第 九 項 に 規 定 す る 人 事 委 員 会 規 則 で 定 め る 者

は 、 給 料 表 の 適 用 を 受 け る 職 員 と し て 勤 務 し て い た 者 で 人 事 交 流

等 に よ り 引 き 続 き 職 員 以 外 の 地 方 公 務 員 等 と な っ た も の と す る 。

第 七 条 　 第 三 条 の 規 定 は 、 改 正 条 例 附 則 第 九 項 の 規 定 に よ り な お そ

の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 改 正 前 の 職 員 給 与 条 例 第 五 条 の 七 第

二 項 の 規 定 の 適 用 に つ い て 準 用 す る 。

　 （ 雑 則 ）

第 八 条 　 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 改 正 条 例 附 則 第 八 項 又 は 第

九 項 の 規 定 に よ り な お そ の 効 力 を 有 す る も の と さ れ る 改 正 前 の 職

員 給 与 条 例 第 五 条 の 七 の 規 定 に 基 づ く 地 域 手 当 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 人 事 委 員 会 が 定 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に

公 布 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 人 事 委 員 会 委 員 長 　 黒 　 木 　 奉 　 武 　

宮 崎 県 人 事 委 員 会 規 則 第 十 三 号

　 　 　 定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 四 十 一 年 宮 崎 県 人 事 委 員

会 規 則 第 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 一 条 中 「 を 受 け る 実 習 助 手 の 範 囲 そ の 他 定 時 制 通 信 教 育 手 当 」

を 削 る 。

　 第 三 条 中 「 百 分 の 八 」 を 「 百 分 の 四 （ 夜 間 定 時 制 の 課 程 に 勤 務 す

る こ と を 本 務 と し な い 者 に あ つ て は 、 百 分 の 二 ） 」 に 改 め る 。

　 　 　 附 　 則

　 （ 施 行 期 日 ）

１ 　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 （ 経 過 措 置 ）

２ 　 こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 定 時 制 通 信 教 育 手 当 に 関 す る 規 則 （ 以

下 「 改 正 後 の 規 則 」 と い う 。 ） 第 三 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、

平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 平 成 十 九 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お い

て は 、 改 正 後 の 規 則 第 三 条 中 「 百 分 の 四 」 と あ る の は 「 百 分 の 六 」

と 、 「 百 分 の 二 」 と あ る の は 「 百 分 の 四 」 と し 、 同 年 四 月 一 日 か

ら 平 成 二 十 年 三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お い て は 、 同 条 中 「 百 分 の

四 」 と あ る の は 「 百 分 の 五 」 と 、 「 百 分 の 二 」 と あ る の は 「 百 分

の 三 」 と す る 。

教育委員会規則教育委員会規則

　 県 立 高 等 学 校 管 理 運 営 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布

す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 教 育 委 員 会 委 員 長 　 江 　 藤 　 利 　 彦 　

宮 崎 県 教 育 委 員 会 規 則 第 十 五 号

　 　 　 県 立 高 等 学 校 管 理 運 営 規 則 等 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

　 （ 県 立 高 等 学 校 管 理 運 営 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 　 県 立 高 等 学 校 管 理 運 営 規 則 （ 平 成 十 四 年 宮 崎 県 教 育 委 員 会

規 則 第 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 五 十 条 第 二 項 中 「 学 校 に 」 の 下 に 「 、 前 項 の ほ か 」 を 、 「 養 護

教 諭 」 の 下 に 「 、 栄 養 教 諭 」 を 加 え る 。

　 第 五 十 一 条 第 一 項 中 第 十 四 号 を 第 十 五 号 と し 、 第 六 号 か ら 第 十 三
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号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 五 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六 　 栄 養 教 諭 は 、 上 司 の 命 を 受 け 生 徒 の 栄 養 の 指 導 及 び 管 理 を つ

か さ ど る 。

　 （ 県 立 の 盲 学 校 、 聾  学 校 及 び 養 護 学 校 の 管 理 運 営 規 則 の 一 部 改 正 ）

ろ う

第 二 条 　 県 立 の 盲 学 校 、 聾  学 校 及 び 養 護 学 校 の 管 理 運 営 規 則 （ 平 成

ろ う

十 四 年 宮 崎 県 教 育 委 員 会 規 則 第 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。

　 第 四 十 九 条 第 二 項 中 「 学 校 に 」 の 下 に 「 、 前 項 の ほ か 、 栄 養 教 諭 」

を 加 え る 。

　 第 五 十 条 中 第 十 四 号 を 第 十 五 号 と し 、 第 六 号 か ら 第 十 三 号 ま で を

一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 五 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六 　 栄 養 教 諭 は 、 上 司 の 命 を 受 け 児 童 生 徒 等 の 栄 養 の 指 導 及 び 管

理 を つ か さ ど る 。

　 （ 県 立 中 等 教 育 学 校 管 理 運 営 規 則 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 　 県 立 中 等 教 育 学 校 管 理 運 営 規 則 （ 平 成 十 四 年 宮 崎 県 教 育 委

員 会 規 則 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 四 十 九 条 第 二 項 中 「 学 校 に 」 の 下 に 「 、 前 項 の ほ か 、 栄 養 教 諭 」

を 加 え る 。

　 第 五 十 条 中 第 十 四 号 を 第 十 五 号 と し 、 第 六 号 か ら 第 十 三 号 ま で を

一 号 ず つ 繰 り 下 げ 、 第 五 号 の 次 に 次 の 一 号 を 加 え る 。

六 　 栄 養 教 諭 は 、 上 司 の 命 を 受 け 生 徒 の 栄 養 の 指 導 及 び 管 理 を つ

か さ ど る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 規 則 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

教 育 長 訓 令 甲教 育 長 訓 令 甲

　 宮 崎 県 教 育 委 員 会 事 務 決 裁 等 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に

公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

宮 崎 県 教 育 委 員 会 教 育 長 　 高 　 山 　 耕 　 吉 　

宮 崎 県 教 育 委 員 会 教 育 長 訓 令 甲 第 二 号

本 　 　 　 庁 　

各 出 先 機 関 　

          各 教 育 機 関 　

　 　 　 宮 崎 県 教 育 委 員 会 事 務 決 裁 等 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

　 宮 崎 県 教 育 委 員 会 事 務 決 裁 等 規 程 （ 平 成 七 年 年 宮 崎 県 教 育 委 員 会

教 育 長 訓 令 甲 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

　 第 二 条 の 表 教 育 機 関 の 項 中 「 宮 崎 県 む か ば き 少 年 自 然 の 家 、 宮 崎

県 御 池 少 年 自 然 の 家 及 び 」 を 削 り 、 同 表 担 当 リ ー ダ ー の 項 中 「 課 （

室 ） 」 を 「 所 属 」 に 改 め 、 同 表 教 育 職 員 の 項 中 「 養 護 助 教 諭 」 の 下

に 「 、 栄 養 教 諭 」 を 加 え る 。

　 第 十 六 条 第 一 項 の 表 宮 崎 県 教 育 庁 ス ポ ー ツ 指 導 セ ン タ ー 所 長 の 項

中 「 管 理 係 長 」 を 「 あ ら か じ め 所 長 が 指 定 し た 者 」 に 改 め る 。

　 第 十 六 条 第 二 項 の 表 中 宮 崎 県 む か ば き 少 年 自 然 の 家 所 長 の 項 及 び

宮 崎 県 御 池 少 年 自 然 の 家 所 長 の 項 を 削 る 。

　 別 表 第 二 の 一 の 項 事 項 の 欄 中

「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  」

「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め 、 同 表 三 の 項 事 項 の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  」

欄 中
「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  」

「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め 、 同 表 五 の 項 事 項 の　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  」

欄 中
「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

　 別 表 第 三 教 育 事 務 所 長 共 通 専 決 事 項 の 項 中

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

同 表 教 育 機 関 の 長 共 通 専 決 事 項 の 項 事 項 の 欄 中

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に 改 め 、 同 表 県 立

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

学 校 長 共 通 専 決 事 項 の 項 事 項 の 欄 中

「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」 を

「 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」 に 、

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

　 別 表 第 四 の 一 の 項 中

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

に 改 め 、 同

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

表 中 七 の 項 及 び 八 の 項 を 削 り 、 同 表 中 九 の 項 を 七 の 項 と し 、 十 の 項

を 八 の 項 と す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 訓 令 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 宮 崎 県 総 合 運 動 公 園 武 道 館 使 用 料 減 免 規 程 を 廃 止 す る 訓 令 を こ こ

に 公 表 す る 。

　 　 平 成 十 八 年 三 月 三 十 一 日

 宮 崎 県 教 育 委 員 会 教 育 長 　 高 　 山 　 耕 　 吉 　

　 　 本 庁 、 出 先 機 関 及 び 教 育 機 関 の 職 員 の 育 児 休 業 の 承 認 及 び 介 護10
休 暇 の 承 認 に 関 す る こ と 。

　 　 本 庁 、 出 先 機 関 及 び 教 育 機 関 の 職 員 の 育 児 休 業 、 修 学 部 分 休 業10
及 び 高 齢 者 部 分 休 業 の 承 認 並 び に 介 護 休 暇 の 承 認 に 関 す る こ と 。

　 　 県 立 学 校 の 職 員 及 び 県 費 負 担 教 職 員 の 育 児 休 業 の 承 認 並 び に 県10
立 学 校 の 職 員 の 介 護 休 暇 の 承 認 に 関 す る こ と 。

　 　 県 立 学 校 の 職 員 の 修 学 部 分 休 業 及 び 高 齢 者 部 分 休 業 の 承 認 に 関10
す る こ と 。

二 　 市 町 村 立 学

校 職 員 に 関 す

る 事 項

１ 　 市 町 村 立 学 校 職 員 の 臨 時 的 任 用 に 関 す る こ と 。

２ 　 市 町 村 立 学 校 の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短

時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ）

の 任 用 に 関 す る こ と 。

１ 　 文 化 財 保 護 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 十 四 号 ） に よ る 次 の 事

務
� 　 第 六 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 物 件 の 鑑 査 に 関 す る こ と 。

� 　 第 六 十 三 条 の 二 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 報 償 金 の 額 の

決 定 に 関 す る こ と 。

１ 　 文 化 財 保 護 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 十 四 号 ） に よ る 次 の 事

務
� 　 第 百 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 物 件 の 鑑 査 に 関 す る こ と 。

� 　 第 百 五 条 第 一 項 及 び 第 三 項 の 規 定 に よ る 報 償 金 の 額 の 決 定 に

関 す る こ と 。

二 　 県 費 負 担 教

職 員 等 に 関 す

る 事 項

１ 　 県 費 負 担 教 職 員 の 臨 時 的 任 用 に 関 す る こ と 。

２ 　 県 費 負 担 教 職 員 の 育 児 休 業 の 承 認 に 関 す る こ と 。

３ 　 市 町 村 立 学 校 の 非 常 勤 職 員 （ 地 方 公 務 員 法 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短

時 間 勤 務 の 職 を 占 め る 職 員 （ 以 下 「 再 任 用 短 時 間 勤 務 職 員 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ）

の 任 用 に 関 す る こ と 。

３ 　 職 員 の 扶 養 手 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 及 び 児 童 手 当 の 認 定 に 関

す る こ と 。

４ 　 職 員 の 宿 日 直 勤 務 命 令 に 関 す る こ と （ 宮 崎 県 む か ば き 少 年 自 然 の 家 所 長 及 び 宮

崎 県 御 池 少 年 自 然 の 家 所 長 に 限 る 。 ） 。

３ 　 職 員 の 扶 養 手 当 、 住 居 手 当 、 通 勤 手 当 、 単 身 赴 任 手 当 及 び 児 童 手 当 の 認 定 に 関

す る こ と 。

　 　 職 員 の 部 分 休 業 の 承 認 に 関 す る こ と 。10
　 　 職 員 の 育 児 休 業 及 び 部 分 休 業 の 承 認 並 び に 介 護 休 暇 の 承 認 に 関 す る こ と 。10

２ 　 宮 崎 県 高 等 学 校 定 時 制 課 程 及 び 通 信 制 課 程 教 育 振 興 奨 励 教 科 書 学 習 書 購 入 費 補

助 金 交 付 要 綱 （ 平 成 八 年 四 月 一 日 定 め ） に 基 づ く 補 助 金 に 係 る 補 助 金 等 の 交 付 に

関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 規 則 第 四 十 九 号 ） の 施 行 に 関 す る こ と （ 県 立 宮

崎 工 業 高 等 学 校 長 、 県 立 都 城 泉 ヶ 丘 高 等 学 校 長 、 県 立 富 島 高 等 学 校 長 、 県 立 延 岡

第 二 高 等 学 校 長 及 び 県 立 宮 崎 東 高 等 学 校 長 に 限 る 。 ） 。

２ 　 宮 崎 県 高 等 学 校 定 時 制 課 程 及 び 通 信 制 課 程 教 育 振 興 奨 励 教 科 書 学 習 書 購 入 費 補

助 金 交 付 要 綱 （ 平 成 八 年 四 月 一 日 定 め ） に 基 づ く 補 助 金 に 係 る 補 助 金 等 の 交 付 に

関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 規 則 第 四 十 九 号 ） の 施 行 に 関 す る こ と （ 県 立 宮

崎 工 業 高 等 学 校 長 、 県 立 都 城 泉 ヶ 丘 高 等 学 校 長 、 県 立 富 島 高 等 学 校 長 、 県 立 延 岡

青 朋 高 等 学 校 長 及 び 県 立 宮 崎 東 高 等 学 校 長 に 限 る 。 ） 。

３ 　 宮 崎 県 総 合 運 動 公 園 の 管 理 及 び 使 用 に 係 る 事 務 委 任 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 年 宮 崎 県 規 則 第 七 十

六 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 規 則 」 と い う 。 ） 第 二 条 の 規 定 に 基 づ き 宮 崎 県 教 育 委 員 会 に 委 任 さ

れ た 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の を 除 く 事 務 に 関 す る こ と 。

� 　 規 則 別 表 の 一 の ６ か ら ８ ま で の 事 務

� 　 規 則 別 表 の 二 の ６ の 事 務

� 　 規 則 別 表 の 三 の ６ の 事 務

３ 　 宮 崎 県 総 合 運 動 公 園 の 管 理 及 び 使 用 に 係 る 事 務 委 任 に 関 す る 規 則 （ 平 成 十 年 宮 崎 県 規 則 第 七 十

六 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 「 規 則 」 と い う 。 ） 第 二 条 の 規 定 に 基 づ き 宮 崎 県 教 育 委 員 会 に 委 任 さ

れ た 事 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の を 除 く 事 務 に 関 す る こ と 。

� 　 規 則 別 表 の 一 の ６ か ら ８ 、　 か ら 　 及 び 　 か ら 　 ま で の 事 務19 23 28 30

� 　 規 則 別 表 の 二 の ６ の 事 務
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宮 崎 県 教 育 委 員 会 教 育 長 訓 令 甲 第 三 号

 本 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 庁 　

 宮 崎 県 教 育 庁 ス ポ ー ツ 指 導 セ ン タ ー 　

　 　 　 宮 崎 県 総 合 運 動 公 園 武 道 館 使 用 料 減 免 規 程 を 廃 止 す る 訓 令

　 宮 崎 県 総 合 運 動 公 園 武 道 館 使 用 料 減 免 規 程 （ 平 成 十 年 宮 崎 県 教 育

委 員 会 教 育 長 訓 令 甲 第 六 号 ） は 、 廃 止 す る 。

　 　 　 附 　 則

　 こ の 訓 令 は 、 平 成 十 八 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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